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第2会場　2F　セミナー室
医療安全Ⅰ 　9：40～10：43（安全管理・安全対策）
　座長：森下ひろえ（京都第二赤十字病院　医療安全推進室看護副部長）

②-1 病理検査における切り出し作業時の患者誤認と検体紛失に対する安全対策について
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　臨床検査技術科　　野田みゆき

②-2 マグネットシートを用いた離床センサー電源入れ忘れ対策に関する検討
  市立長浜病院　医療安全対策委員会　　川上　正邦

②-3 部署リスクマネージャーによる医療安全活動～テクニカルアラーム低減に向けて～
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　薬剤科　　藤田　博巳

②-4 抗がん剤の安全な投与管理に向けての取組～体重測定の指示入力を実施して～
  京都中部総合医療センター　看護部　　片山めぐみ

②-5 患者参画型医療安全を目指して ～患者満足度調査の結果から～
  綾部市立病院　医療安全管理室　　塩見ゆかり

②-6 DWH（カルテ情報検索統計ソフト）を用いた禁忌食の誤配膳対策について
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　栄養科　　林　　聡志

②-7 簡易懸濁法によるチューブ閉塞の安全対策～院内作成・簡易懸濁調剤薬リスト改訂にあたって～
  医療法人清仁会　洛西ニュータウン病院　薬剤部　　上田　貴子

第2会場　2F　セミナー室
医療安全Ⅱ 　10：48～11：51（安全管理・安全対策）
　座長：村岡　淳二（地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　薬剤科部長）

②-8 A病院の過去5年のインシデント・アクシデントレポート分析～転倒・転落における薬剤使用の有無を含め～
  彦根市立病院　医療安全推進室　　佐伯　公亮

②-9 薬剤医療安全レポートの要因分析
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　医療安全推進室　　吉田　友美

②-10 院内急変時対応における京都第二赤十字病院の取組～緊急挿管薬剤セット運用の導入と実態調査～
  京都第二赤十字病院　薬剤部　　岸本　　翔

②-11 「迅速評価」を取り入れた外来での急変患者の早期発見への取組
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　看護部外来　　佐々木美智子

②-12 彦根市立病院におけるNivolumabの副作用マネージメント均てん化への取組
  彦根市立病院　薬剤部　　近藤　博紀
②-13 注射オーダにおける医薬品のGS1認証の現状と課題
  市立大津市民病院　薬剤部・医療情報センター・治験管理センター　　山中　　理

②-14 当院におけるプレアボイド報告への取組とその評価
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　薬剤科　　長戸　優也

一　般　演　題
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一　般　演　題

第2会場　2F　セミナー室

医療安全Ⅲ 　14：10～15：04
　（インシデントレポート・ヒヤリハット報告、安全管理・安全対策、コンフリクト）
座長：青山　弘美（市立福知山市民病院　医療安全管理室医療安全管理者）

②-15 インシデント事例を通してスタッフの意識変革を行った取組
  市立福知山市民病院　救急外来内視鏡室　　神内　　昇

②-16 インシデントに対する薬剤部の取組～注射薬のレポートを分析して～
  社会医療法人誠光会　草津総合病院　薬剤部　　原田　由季

②-17 当院における医療安全対策委員会グループ活動の活性化に向けて
  市立長浜病院　医療安全管理室　　藤本とき江

②-18 転倒・転落の発生傾向と要因の分析～過去1年間のレポート報告から～
  医療法人清仁会　洛西ニュータウン病院　医療安全看護部　　高尾　由似

②-19 転倒・転落対策の取組
  京都第一赤十字病院　医療安全推進室　　清水美紀子

②-20 有害事象発生時の患者、家族対応
  独立行政法人国立病院機構　京都医療センター　医療安全管理部　　白神幸太郎

第2会場　2F　セミナー室

医療安全Ⅳ・クリティカルパス 　15：10～16：13
　（安全管理・安全対策、危機管理、アウトカム分析・バリアンス分析、その他）
　座長：清水美紀子（京都第一赤十字病院　看護部看護係長）

②-21 放射線科・医療安全管理室の協働によるCT画像診断の見落とし対策
  独立行政法人国立病院機構　京都医療センター　医療安全管理部　　柿本由美子

②-22 転倒・転落防止対策への取組～ピクトグラムでの情報共有～
  独立行政法人国立病院機構　京都医療センター　医療安全管理部　　北野　朋子

②-23 多職種連携によるB型肝炎再活性化対策への取組
  市立長浜病院　薬剤局　　大岡千寿子

②-24 どうすれば、アレルギーのある食物の誤提供を防ぐことができるのか。
  市立大津市民病院　栄養部　　中井　和美

②-25 院内急変対応マニュアル“ドクターコールマニュアル”の整理・改編
  彦根市立病院　救急センター　　藤川　真人

②-26 当院における回復期リハビリテーション病棟のアウトカム評価についての現状と課題
 　～実績指数を満たすためにはFIM利得と在院日数どちらの影響が大きいのか～
  医療法人幸生会　琵琶湖中央病院　リハビリ療法部　　高橋　知花

②-27 クリティカルパスに組み込まれた周術期予防的抗生剤変更について
  滋賀県立総合病院　外科　　山本　秀和
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第3会場　2F　中会議室
医療の質Ⅰ 　9：40～10：43（チーム医療）
　座長：神田　和子（京都大原記念病院　看護部師長）

③-1 小チーム活動の取組と課題
  長浜市立湖北病院　透析センター　　矢守　聡美

③-2 認知症ケアの薬物適正使用に関する手順書作成の取組
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　薬剤科　　細川　真弥

③-3 多職種による糖尿病合同指導を行って
  医療法人清仁会　亀岡シミズ病院　栄養科　　谷口　記子

③-4 PET/CT検査における適切な画像表示と診療放射線技師の役割
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　放射線技術科　　山本　晃豊

③-5 当院における呼吸器系看護エキスパートナースの活動
 　～効果的に活動を行うためのアンケート調査からみえるもの～
  綾部市立病院　3B病棟　　木村　　翔

③-6 外来化学療法センターでの投与ルートのCSTD（閉鎖式薬物移送システム）使用に向けた当院の取組
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　薬剤科　　本多　伸二

③-7 放射線科における急変対応の質向上を目指した取組～多職種合同研修会を実施して～
  京都中部総合医療センター　看護部　　野口祐美子

第3会場　2F　中会議室
医療の質Ⅱ 　10：48～11：51（チーム医療）
　座長：半場江利子（地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　看護部　副看護部長）

③-8 当院での呼吸サポートチームの活動状況と新たな試み
  市立福知山市民病院　リハビリテーション科　　籔内　潤一

③-9 誤嚥性肺炎で入院した患者の実態調査
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　看護部　　長谷川優子

③-10 市民病院の本院と分院がつなぐ～患者・家族に寄り添う医療～
  市立福知山市民病院大江分院　内科　　和田　幹生

③-11 多職種の介入により経口摂取のまま自宅退院が可能となった誤嚥性肺炎の一症例
  公立甲賀病院　栄養管理課　　丸山瑠里恵

③-12 両踵骨骨折患者の医療要求に応じて装具選択を行った一症例～義肢装具士との連携を通して～
  市立福知山市民病院　診療部リハビリテーション科　　谷　　爽笑

③-13 京都医療センター遺伝診療部における4年間の取組
  独立行政法人国立病院機構　京都医療センター　遺伝診療部　　小西　陽介

③-14 院内救命処置の質向上のための取組
  滋賀県立総合病院　臨床工学部　　領毛　一雅

一　般　演　題
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一　般　演　題

第3会場　2F　中会議室
医療の質Ⅲ 　14：10～15：13（感染対策、チーム医療、臨床指標）
　座長：木下　桂（公立甲賀病院　感染制御部師長）

③-15 ベッドサイド清掃に委託業者を採用した効果
  京都中部総合医療センター　院内感染対策室　　上田多加子

③-16 人工透析部における感染対策 ～インフルエンザアウトブレイクを体験して～
  公立甲賀病院　人工透析部　　吉田　良美

③-17 細菌検査情報の共有と具体的な活用に向けて～ICTから現場へ感染対策につながる伝達方法への取組～
  京都山城総合医療センター　感染対策室　　大植由紀子

③-18 当院のClostridium dif�cile（クロストリジウム・ディフィシル）の現状と手指衛生の効果
  市立長浜病院　ICT　　藤木　智美

③-19 「無用な病原体の院内持ち込みを防ぐ」ためには、外部業者における感染対策教育や自社マニュアル作成・順守も必要である
  京都第二赤十字病院　感染制御部　　下間　正隆

③-20 当院における医療の質改善への取組について
  京都中部総合医療センター　総合内科　　河野　秀彦

③-21 当院における下肢静脈エコー依頼適正化を目指したD-ダイマーのカットオフ値の検討
  京都山城総合医療センター　臨床検査課　　平岡　　仁

第3会場　2F　中会議室
医療の質Ⅳ 　15：20～16：14（栄養管理・NST）
　座長：中澤　誠（京都中部総合医療センター　管理栄養士次長）

③-22 糖尿病患者に対する継続した栄養指導がHbA1cに及ぼす効果
  京都中部総合医療センター　栄養科　　今井　基貴

③-23 高齢患者の経口摂取改善に向けたNSTの取組
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　栄養科　　植木　　明

③-24 当院調理師における「とろみの程度」の現状把握
  独立行政法人地域医療機能推進機構　京都鞍馬口医療センター　栄養管理室　　市川亜由実

③-25 医療現場から地域・在宅療養に繋げる経腸栄養
  独立行政法人地域医療機能推進機構　京都鞍馬口医療センター　栄養管理室　　宮崎　雅子

③-26 栄養介入の充実を目指して
  社会医療法人誠光会　草津総合病院　栄養部　　布施　順子

③-27 入院中のリハビリテーション施行時における栄養補給に対して蛋白質含有栄養補助食品が有用であった1例
  公立甲賀病院　リハビリテーション科　　平田　知大
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第4会場　2F　視聴覚研修室

病院運営Ⅰ 　9：40～10：43
　（物流管理、コスト管理、組織運営、病院マネジメントその他）
　座長：髙橋　昭二（地方独立行政法人京都市立病院機構　経営企画局経営企画課長）

④-1 物品管理における新たな管理システムの導入
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　株式会社SPC京都　調達業務統括責任者　　國武　　功

④-2 診療材料費縮減に向けた新たな取組
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　株式会社SPC京都　統括業務課　　中村　芳和

④-3 同一ロット試薬を用いることによる使用量削減の試み
  医療法人社団仁生会　甲南病院　臨床検査部　　河合麻衣子

④-4 診療材料費の削減の取組について
  京都中部総合医療センター　施設管理室　　下西　基文

④-5 PFI事業者の安全・感染対策の活動について
 地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　株式会社SPC京都　企画管理課　　大橋　拓也

④-6 病院における部門別収支計算～構築から活用方法の検討まで～
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　事務局財務担当　　池田　裕香

④-7 医業未収金計上業務における算定方法の確立～業務効率化による人的資源の削減～
  京都第一赤十字病院　医事課　　立木　康貴

第4会場　2F　視聴覚研修室

医療安全Ⅴ・病院運営Ⅱ 　10：48～11：42
　（安全教育・研修、モチベーション向上、診療報酬）
　座長：中村　一（大津赤十字病院　副院長）

④-8 当院放射線科の急変時対応訓練の試み
  京都中部総合医療センター　放射線科　　河本　秀樹

④-9 医療安全の視点から看護記録の重要性を考える研修を行って
  市立福知山市民病院　看護部　　青木　道世

④-10 臨床で活かせるSBAR報告を目指して
  市立長浜病院　医療安全対策委員会　　近藤　昭仁

④-11 全職員対象研修の職員受講率100％を目指して
  大津赤十字病院　医療安全推進室　　本郷　峻介

④-12 多職種で取り組む医療従事者の腰痛・肩こり予防
  舞鶴赤十字病院　リハビリテーション科　　青木　敏晃

④-13 レセプトチェックシステム（べてらん君コラボ）の稼働について
  大津赤十字志賀病院　医事課　　北端　一仁

一　般　演　題
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一　般　演　題

第4会場　2F　視聴覚研修室
患者サービスⅠ　14：10～15：13（接遇、患者教育、その他）
　座長：野一色真弓（市立長浜病院　看護局看護師長）

④-14 外部放射線治療の呼吸性移動対策における聾唖者への視覚的息止め照射法
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　放射線技術科　　山本　安澄

④-15 「あいさつ運動」前後のアンケートからみた職員の意識変化について
  綾部市立病院　医療サービス改善委員会　　金田　一弥

④-16 診療放射線技師のノンテクニカルスキルの重要性～患者満足度調査アンケートから患者対応を考える～
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　放射線技術科　　岡田　裕樹

④-17 糖尿病患者に対する単回な運動指導が行動変容に及ぼす効果と問題点
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　リハビリテーション科　　内田　真樹

④-18 固定チームナーシングへのアプローチ～患者参画型看護導入の取組～
  市立長浜病院　看護局3階西病棟　　宮川可奈絵

④-19 当院SCUにおける退院支援の一環
  市立長浜病院　看護局SCU病棟　　冨田　　悠

④-20 放射線科から始める聴覚障害者支援
  市立福知山市民病院　放射線科　　橋岡　康志

第4会場　2F　視聴覚研修室
医療の質Ⅴ 　15：20～16：14（チーム医療、口腔ケア）
　座長：池田　智之（彦根市立病院　循環器科部長兼医療安全推進室次長）

④-21 A病院手術室におけるチームSTEPPS導入の経過報告
  彦根市立病院　看護部手術センター　　二階堂邦夫

④-22 地域包括ケア病棟における看護補助者との協働の体制づくり
  長浜市立湖北病院　地域包括ケア病棟　　沢本　孝美

④-23 院外歯科医師NST合同カンファレンス参加による情報共有の構築について
  市立福知山市民病院　診療部栄養科　　林田　郁代

④-24 回復期リハビリテーション病棟における口腔ケアシステム構築の取組
  社会医療法人誠光会　草津総合病院　リハビリテーション部　　和氣　輝陽

④-25 「京都市歯科保健医療サービス提供困難者普及啓発等推進事業」に参加して
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市京北介護老人保健施設　副看護師長　　大西よしみ

④-26 歯科医師派遣事業のモデル病院になって～口腔ケアチ－ムを立ち上げて～
  医療法人社団仁生会　甲南病院　看護部　　宇野田恵子
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第5会場　3F　大会議室
地域医療連携Ⅰ　9：40～10：43（地域連携クリティカルパス、患者支援・退院支援）
　座長：椹木　徳子（地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　地域医療連携室　相談支援担当課長）

⑤-1 滋賀県における「がん地域連携パス」への取組
  大津赤十字病院　地域医療連携課　　加藤　理史

⑤-2 脳卒中地域連携パスを活用した回復期移行への取組について
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　地域医療連携室　　高橋　由起

⑤-3 当院における転院に関わる薬剤師業務の現状と課題
  京都第二赤十字病院　薬剤部　　福田　喬士

⑤-4 急性期病院と回復期リハビリテーション病院MSWの病院内外の連携の違いについて
  医療法人社団石鎚会　田辺記念病院　医療介護相談室　　大塚　佑磨

⑤-5 地域包括ケア時代における急性期病院での入退院支援室の役割
  近江八幡市立総合医療センター　看護部　　瀬戸　康子

⑤-6 MSWの役割～神経筋難病患者の意思決定支援から～
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　地域医療連携室　　西山　友香

⑤-7 住み慣れた自宅・地域へ帰れているのか～回復期リハビリテーション病棟転帰先結果からの考察～
  医療法人幸生会　琵琶湖中央病院　リハビリ療法部　　佐井　大実

第5会場　3F　大会議室
地域医療連携Ⅱ　10：48～11：51（患者支援・退院支援、リハビリテーション）
　座長：宮地　良樹（滋賀県立総合病院　総長）

⑤-8 退院支援を促進するための仕組み作り
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　地域医療連携室　相談支援担当　　三上由紀子

⑤-9 入院時から在宅を見据えた退院支援を目指して～退院支援カンファレンス用紙を活用した効果～
  公立甲賀病院　地域医療連携部　　山下　鳴美

⑤-10 高濃度酸素療法を必要とする高齢慢性心不全患者に対する退院支援～多職種による地域連携の取組～
  滋賀県立総合病院　6B病棟　　窪田美智代

⑤-11 地域医療連携における退院支援看護師とソーシャルワーカーの協働による効果
  大津赤十字病院　医療社会事業課　　梶原　英輝

⑤-12 患者総合支援センターにおける入院支援業務
  市立長浜病院　患者総合支援センター　　徳田　敏子

⑤-13 当院におけるがん患者に対するリハビリテーションの現状
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　リハビリテーション科　　佐藤　　玲

⑤-14 地域包括ケア病床における作業療法士の関わり
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立京北病院　リハビリテーション科　　吉本　和徳

一　般　演　題
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第5会場　3F　大会議室
地域医療連携Ⅲ　14：10～15：13（地域包括ケア、その他、救急医療）
　座長：山際　京子（京都山城総合医療センター　看護部長）

⑤-15 短期集中予防サービスA（通所・訪問一体型サービス）を開催して～事業の展開から今後の課題まで～
  社会医療法人誠光会　介護老人保健施設草津ケアセンター　介護リハビリテーション課　　吉水　統威

⑤-16 地域包括ケア病床の運営8ヶ月
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立京北病院　事務室　　橘　　　亮

⑤-17 「入院判定会議」による迅速な入院受け入れについて
  医療法人幸生会　琵琶湖中央病院　地域連携部　　上嶋美由紀

⑤-18 当日至急患者の受け入れ体制改善に向けての取組について
  大津赤十字病院　医療社会事業部 地域医療連携課　　馬場　彩加

⑤-19 臨床工学技士がコメディカル外来で行うペースメーカ外来の役割と実態
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　臨床工学科　　石原　太輔

⑤-20 救急初期診療標準化の試み～敗血症性ショック～
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　診療部救急科　　國嶋　　憲

⑤-21 救急診療受付ダイヤルの新設
  独立行政法人国立病院機構　京都医療センター　地域医療連携室　　細見　晃世

第5会場　3F　大会議室
教育Ⅰ 　15：20～16：14（人材育成）
　座長：北林　栄（公立甲賀病院　看護部長）

⑤-22 「できたこと」と「課題」を明確にする入職6ヶ月後研修
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　事務局総務担当　　中島美弥子

⑤-23 新入局薬剤師に対し薬剤管理指導業務における評価指標を導入して
  京都中部総合医療センター　薬剤部　　山中知恵子

⑤-24 若手看護師の病棟内教育体制の構築を目指して～一般急性期病棟に必要な人材育成のために～
  長浜市立湖北病院　看護局　　伊吹　美加

⑤-25 脳卒中患者を対象とした装具カンファレンスの実践～卒業後教育としての取組～
  社会医療法人誠光会　草津総合病院　リハビリテーション部　　中村　正仁

⑤-26 病院運営人材育成支援プロジェクト～人材育成における取組～
  甲賀看護専門学校　　中嶋　康人

⑤-27 新人教育プログラムを用いた新規採用職員に対する育成方法の試み
  医療法人社団仁生会　甲南病院　医事部医事課　　中島　　永
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第6会場　3F　D会議室
看護業務 　9：40～10：43（看護運営、その他）
　座長：森木　美佐（社会医療法人誠光会　草津総合病院　看護局副看護部長）

⑥-1 手術室の組織改革を目指して
  社会医療法人誠光会　草津総合病院　手術室　　片岡　義子

⑥-2 BSCを用いた業務改善～モチベーション向上に繋がる看護管理者としての関わり～
  社会医療法人誠光会　草津総合病院　地域包括ケア病棟　　松下　千春

⑥-3 入院支援センターでの退院支援につながる面談内容の調査
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　看護部外来　　津田　磨美

⑥-4 カテーテル検査前訪問に対する今後の課題 ～アンケート調査からの考察～
  社会医療法人誠光会　草津総合病院　看護部（救急医療センター）　　本間　　愛

⑥-5 「モビプレップの飲み方」のパンフレット作成～苦痛の少ない検査、前処置を目指して～
  医療法人社団昴会　東近江市立能登川病院　看護部外来　　軸屋　佳香

⑥-6 当院のフットケア外来の新たな取組の現状と課題～プリンター付双方向超音波血流計を用いた血流評価～
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　看護部　　山内　光子

⑥-7 術後せん妄を予防するための看護アプローチを考える～患者・家族パンフレットの活用～
  社会福祉法人京都社会事業財団　京都桂病院　A棟5階　　山本　文香

第6会場　3F　D会議室
患者サービスⅡ　10：48～11：51（CS向上、その他）
　座長：吉波　尚美（地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　診療部担当部長）

⑥-8 当院における検査説明の取組について
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　臨床検査技術科　　井上　　歩

⑥-9 利用者満足度調査からみえた課題～看護の質の向上と選ばれる訪問看護ステーションを目指して～
  社会医療法人誠光会　草津市訪問看護ステーション　　新村真喜子

⑥-10 外来採血における患者満足度向上に向けての取組
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　臨床検査技術科　　村上　典子

⑥-11 外国人患者への対応について～通訳タブレットの導入～
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　事務局業務推進担当　　杉本　　匠

⑥-12 当院における患者サービス・医師負担軽減のための秘書課の役割及び取組について
  医療法人社団仁生会　甲南病院　医事部秘書課　　中沢　裕子

⑥-13 ライフヒストリーを活用した心理支援の試み～認知症サポート～
  医療法人社団仁生会　甲南病院　診療心理室　　上田　彩季

⑥-14 治療と仕事の両立支援～滋賀県立総合病院（旧滋賀県立成人病センター）がん相談支援センターでの実践～
  滋賀県立総合病院　がん相談支援センター　　岡村　　理

一　般　演　題
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第6会場　3F　D会議室
災害医療・その他 　14：10～15：04（災害医療、その他）
　座長：山本　栄司（地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　診療部担当部長）

⑥-15 当施設における在宅酸素療法患者の災害時対応マニュアル作成ついて
  京都中部総合医療センター　臨床工学科　　濱岡　正城

⑥-16 災害拠点病院における災害医療教育
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　DMAT　　里　　輝幸

⑥-17 要因分析による災害対応力の向上
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　事務局管理PFI担当　　萱原　慎理

⑥-18 当院職員の麻疹・風疹・水痘・ムンプス抗体価とワクチン接種に向けての取組
  大津赤十字病院　看護部　　前田　朋美

⑥-19 脳卒中センターにおけるリハビリテーション科の取組～2年間のウォーキングADLカンファレンス参加における効果と課題～
  地方独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院　リハビリテーション科　　原田　洋一

⑥-20 当院における院内感染予防対策室の活動報告
  大津赤十字病院　院内感染予防対策室　　堀井　久子

第6会場　3F　D会議室
医療の質Ⅵ・教育Ⅱ 　15：10～16：04（褥瘡対策、人材育成、その他）
　座長：廣瀬　京子（医療法人社団仁生会　甲南病院　看護部長）

⑥-21 病棟看護師への身体拘束（抑制）に関する意識調査～実態の可視化と課題の共有に向けて～
  医療法人社団仁生会　甲南病院　看護部　　笠井穂乃香

⑥-22 特定行為看護師の活動体制を整備する
  社会医療法人誠光会　草津総合病院　看護局管理室　　森木　美佐

⑥-23 当院における認知症ケア加算2の取得に向けた取組
  社会医療法人誠光会　草津総合病院　看護局　　川田　節子

⑥-24 教育ニード･学習ニードを用いた教育プログラムの評価～ｅ-ラーニングを導入して～
  京都山城総合医療センター　看護部　　竹内　芳子

⑥-25 医療技術局におけるImmediate Cardiac Life Support（ICLS）受講の現状と課題
  市立長浜病院　リハビリテーション技術科　　清水　　悠

⑥-26 院内でのロービジョン啓発活動とその効果
  市立長浜病院　歯科眼科技術室　　澤田　　園


